
 

 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

№１８８ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,048 世帯数 7,023  

（令和６年１０月 1 日現在） 

１１月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  
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【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １３１ 

 
小郡遥拝所の建立   その１  石州街道封鎖 

石州街道封鎖の背景  

幕府が攘夷を決定した後の文久３（１８６３）年４月に、藩主毛利敬親は山口中河原のお茶屋にはいり、７

月に山口移鎮を宣言します。海に面した萩城は外国軍艦の砲撃にさらされる地であり、藩の中央にある山口

は、防長 2 州を防衛する上や、領内統治に適した地だからです。藩は 5 月に下関で外国船（米・仏・蘭） 
を砲撃し、攘夷を決行しますが、6 月に米・仏から報復攻撃を受け、大きな損害を受けます。そして、8 月

には京都で政変（註１）が起こり、攘夷派の長州藩は京都での勢力を失います。その後、藩は京都での勢力回復

を目指して運動を展開しますが、ついに、元治元（１８６４）年 7 月に御所（蛤御門）（註２）を武力攻撃しま

す。この行動に敗退した藩は朝敵となり、幕府は長州征討令（第一次）を出します。折悪く、8 月に４ヵ国

連合艦隊（英・米・仏・蘭）が下関を砲撃し、藩は国内外に敵を抱える危機的状況に追い込まれます。こう

した状況下、恭順派（保守派）が藩の実験を握り、山口にいた藩主父子は萩に移され、謹慎することになり

ます。しかし、12 月に高杉晋作らが、諸隊を率いて挙兵し、翌慶応元（１８６５）年 1 月に、恭順派との内

訌戦（大田・絵堂の戦い）に勝利し、革新派が政権に返り咲き、藩主も再び山口に帰ります。 
石州街道の封鎖（関門の設置）  

文久３（１８６３）年４月に、敬親が山口のお茶屋に入った以降、藩は山口防衛をすすめていきます。その

一つに石州街道封鎖があります。それは山口に入る諸口に関所（番所）を設置し、外国人の侵入や幕府や他

国人の間者を防ぐために通行を監視し、無許可での山口の往来を禁止します。場所は、石州街道の小郡口・

宮野、萩往還の鯖山口・一の坂、山陽道からの間道の鎧峠（鋳銭司～平井)、陶峠（陶村～平野）、千切峠（切

畑～小鯖）、美祢から山口に至る吉敷大峠の８ヵ所で、初期の防衛体制は 5 月の下関の攘夷戦に備えたもの

ですが、攘夷戦後の６月～７月にかけて、小郡口の柳

井田と鯖山口に砲台が設置され、非常時には、軍事に

対応する施設（関門）になります。さらに 8 月に、小

郡東津の東側（（椹野川東岸）から山口にはいる間道

林光関門、また津市から美祢に通じる間道国守関門（註

３）が設置され、柳井田関門の石州街道入り口付近は完

全に塞がれることになります。しかし、元治元（１８

６４）年の 9 月に恭順派が藩の実権をにぎり、藩主父

子が萩に帰って謹慎した後は、関門などの軍備施設は

解除されたといわれますが、翌慶応元（１８６５）年

に恭順派政権が崩壊すると、一旦解除された関門は再

開され、無許可での他国人の通行封鎖は復活していき

ます。この石州街道の通行封鎖による山口への他国人

の入国禁止によって大きな影響を受けた一つに山口大

神宮があります。次回につづきます。 
 
参考資料「歴史の道調査報告書５ 石州街道」山口県

教育委員会。（註１）攘夷強硬派の長州藩や公家が京

都で失脚し、追放された事件」（七卿落ち）。（註２）

禁門の変。京都で追われた長州勢が政治勢力挽回のた

め、元治元（１８６４）年７月１９日に京都御所で武

力行使を実行し、敗北した事件。（註３）小郡福田の 
地に大砲を造る鋳砲所があった。 

（文責：大歳史談会 白上茂樹） 
 

柳井田関門（描かれた小郡－小郡宰判絵図にみる幕末の風景－「山口市小郡文化資料館」より。）  

中領八幡

椹野川 

柳井田関

石州街道 


